
令和7年１０月９日 

ももぐみだより 
                  NO.2 

尼崎市立小園幼稚園  宮﨑敏恵 

 

 2 学期に入っても厳しい暑さが続いていましたが、ようやく朝夕は少し涼しさを感じるようになってきました。 

子どもたちは、好きな遊びの中でいろいろな素材をつなぎ合わせて「何かに見えてきた」と感じ「これは空を飛ぶね

ん」と両手で抱えて飛んでいるように動かしたり、「これは船やねん」と大きな船に友達と一緒に乗って「ワニに気を

付けて」と言いながら進んだり自分で考えてやってみることを楽しんでいます。砂場で遊んでいる時も、大きな山を

作る子、「地球の中まで掘るぞ」と穴を深く掘ろうとする子、砂の塊を手でつぶせることに気付いて塊を集めている

子、と同じ場にいても自分の考えたことをそれぞれ繰り返しすることを楽しんでいます。その中で、近くにいる友達

のしていることが気になりだしたり、一緒にやってみることでよりおもしろい、と感じたりする姿も見られ始めました。 

 今後も自分がやりたいことを存分にできるようにしたり、友達との関わりの中で思いを出そうとする姿を支えてい

こうと思います。 

  

 

 

 

 10 月 11 日（土）は、幼稚園に入って初めての運動会です。「体を動かして遊ぶことがおもしろい！楽しい！」「友達

と一緒にするのが楽しい！」と感じられるように、いろいろな運動遊びを経験してきました。少しずつ経験するうち

に、自分が「できるようになりたい」と思ったことができたり、走ったりダンスしたりすることが楽しい、と思い繰り返

ししています。そんなおもしろいことを「おうちの人にも見てもらいたいな」という気持ちが湧いてきました。「運動会

っていうのをして、おうちの人に見てもらおう」とわくわく楽しみにしています。 

     

  

                   

  音楽に合わせて体を動かすことが大好きなもも組の子ども達、 

 1 学期から自分たちでCDで曲をかけて繰り返し楽しんできた 

 体操です。 

手と足を別に動かしたり、手足を動かしながら体をくるっと回 

 したり、普段しない動きに最初はふらついたり、1周回るのが 

 間に合わなかったりしましたが、繰り返し遊ぶうちにいろいろな 

 動きを楽しんでできるようになってきました。 

※ そら組の友達と一緒に張り切って体を動かしたり、声を 

出したりする様子を見てください！ 

 

 

 

 

 

 

わくわくどきどき運動会！ 

みんなで一緒に ラララ体操 

 

 



   

 

 

 部屋の中で新聞紙を丸めたボールを低い場所のカゴに投げて入れることから始まった玉入れ遊びです。最初は 

カゴをねらわずにボールを投げている子がほとんどでしたが、徐々に投げ入れる的の高さを変えたり、投げるボー 

ルを変えたりすることで、「見ながら投げたら入ることがある」「力を入れすぎると入らない」などということを 

経験から感じている様子が見られ、投げるときの表情もどんどん真剣になってきました。 

 運動参観の日に、おうちの人対もも組で玉入れ競争をしたときは、1回戦で勝って大喜びするおうちの人たちを 

見て悔しさを感じたり、「次は勝つぞ！」という言葉が出たりしていました。２回戦はどの子もより真剣な表情でボー 

ルを投げ、勝ったときには飛び跳ねたり大きな声を出して喜んだりしていました 

 「ねらって投げる」という体の動かし方と、「勝ち負けを楽しむ」という心の動きがどちらも育っています。 

※ 自分なりに玉を入れようと一生懸命投げている姿や、友達と一緒に勝敗のある遊びを楽しんでいる姿を見て

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

      

    

 運動参観でもチャレンジをしている様子をご覧いただいた 

一本下駄です。最初はポックリ（歯が下駄になっていないもの） 

に乗って遊ぶことから経験しました。紐をぎゅっと引っ張りな 

がら歩くことや、手足を同時に動かすことを遊びながら経験し 

てきました。 

 一本下駄になると、ぐらぐらしてバランスを取るのが難しく、 

「できない」「もういい」と最初はすぐにやめてしまう子もいまし 

た。大人に励まされたり、周りの友達が挑戦しているのを見た 

りして、諦めずに少しずつ取り組む姿が見られるようになって 

きました。「もっと歩きたい」「こんなことをしてみたい」と、自分 

なりのめあてをもって繰り返ししようとする気持ちが育ってき 

ています。 

※ 失敗しても何度もやろうとする姿や、チャレンジしているとき 

の表情をぜひ見てください。 

   

                                                

ねらってねらって！ 玉入れ 

何度もやるぞ もも組チャレンジ 

    

 

 



 

 

 

 体も自分たちより大きくて、いつも何かすごいことをしているそら組さんは、もも組にとって憧れの存在です。 

そんなそら組さんと２人１組で一緒に遊ぶ競技です。 

※ そら組さんと一緒にすることを緊張したりうれしく思ったりしている表情や、そら組さんにやさしくリードさ

れながら、２人で力を合わせて車を運転している姿を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 好きな遊びのときにも、いつも音楽をかけて 

鏡の前で繰り返し踊っている子どもたち。友達と 

一緒に踊ることも楽しいと感じています。 

※ ポンポンをもって思い切り踊っている姿や 

元気よく「やー！」と声を出している姿を 

見てください。 

 

 

 

 走ることが大好きな子どもたち、何度も走って 

遊んでいるうちに「足をめちゃめちゃ速く動かし 

たらいい」「びゅーんっていったらいい」と、自分 

たちなりに速く走る方法を考えて言い合ってい 

ました。何度やっても楽しいかけっこ、当日は 

３回走る予定です。ご声援をお願いします。 

※ 全力で走ることを楽しんでいる表情や、 

自分なりに考えた速く走る走り方を見てください。 

 

 

 

そら組さんと一緒に運転 はたらく車出発！ 

ポンポンを振って！ ダンス「パイナポー体操」 

 

 
 

 

園舎側 

かけっこ「よーい どん！」 

 

 



 

 初めての運動会を力いっぱい頑張ったら、最後にメダルをもらいます。 

名前を呼ばれたら一人ずつ大きな声で返事をします。園長先生からメダルをかけてもらったら、みんなで一緒に一

列になって行進します。たくさんのお客さんに見守られながらドキドキするかもしれませんが、どうぞ大きな拍手を

お願いします。きっと子どもたちの達成感やこれからの自信につながると思います。 

※ 緊張しながらも元気に返事をする姿や、メダルを胸にはりきって行進をする姿を見てください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

元気いっぱい、パワーあふれるももぐみの子ども達。体を動かすことも大好き。毎日遊びの中での積み重ね

を大切に過ごしてきました。かけっこは１回走ると「先生、もう一回しよう」と言っています。２回目走り終えると

「さっきより速くなった」と自慢げな顔をしています。 

１本下駄ははじめ乗れなくて苦戦していましたが、毎日朝一番でチャレンジに取り組むとひもをピンと引っ張っ

て立ち上がり、足が上がるように。止まったり転んだりしてもすぐ乗る姿が見られるようになってきました。南

国生まれのパイナポーも必見！！子ども達はお客さんに見てもらうことをとても楽しみにしています。当日は

盛大な応援、拍手をお願いします。                                        

                                                 山縣 智恵子 

 

 

 


